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試金石ストーリー 2
国境を超えるライオンズ
Photo Caption: 1927年の結成を記念するメキシコ、ヌエボラレドのライオンズクラブ。
ライオンズクラブ国際協会が1917年にシカゴで結成された時、それは「国際」とはほど遠い存在でした。設立当初には、アーカンソー、コロラド、イリノイ、オクラホマ、テキサスといった米国中部の州に、2ダースほどのクラブが散らばっているだけでした。しかしライオンズは、自分たちがまもなくその名に恥じない多国籍の集団になるのでは、と思っていました。特に楽しみながら取り組む時、奉仕とボランティア精神は人から人へと伝わっていくものです。

それは長くはかかりませんでした。わずか3年後の1920年、ライオンズは真に国際的な存在になりました。米国の国境を出た初のクラブが、カナダのオンタリオ州ウィンザーに結成されたのです。

その当時、ミシガン州デトロイト対岸のウィンザーはにぎやかな国境の町で、成長著しいこの地方の自動車産業の恩恵を受けていました。自動車の移動式組み立てライン発祥の地であるデトロイトには、その年の初めにライオンズクラブが結成されたばかりで、国際協会の評判は瞬く間に広がっていきました。ウィンザーのボランティア精神に富んだ市民は興味を引かれました。ライオンズクラブを通して、彼らはその成長する地域社会に奉仕し、隣人の生活を改善することができるのです。

11地区（ミシガン州）のガバナー、アンソニー・メンケは地域のビジネス界の牽引役として知られていましたが、この熱心なリーダーがカナダのライオンズクラブを実現させようと力を尽くしました。彼の指導のもと、デトロイトのライオンズはウィンザー・クラブのスポンサーになりました。新クラブはすぐに行動に移り、ライオンズの情熱を胸にカナダの人々に奉仕し始めます。ウィンザー・クラブは後に、視覚障害者を見分けて安全を確保するツール、白い杖をカナダの人々に紹介したことで名を成しました。
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カナダにウィンザー・クラブを結成した後、ライオンズは中国とメキシコにも進出しました。1926年には天津に中国初のライオンズクラブが結成されます。一年後にはメキシコのヌエボラレド・ファンダドレス・クラブが、国境を越えてほど近いテキサス州ラレードのライオンズの支援により、国際協会に加わりました。

今日、ライオンズは200を超える国と地域で、それぞれのクラブを通して恵まれない人々に奉仕しています。世界最大の奉仕組織、ライオンズクラブ国際協会はどこであろうと、ライオンの心を持った人々の間に広がっていきます。
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